
毎週水曜日実施！「うえたん号」の移動販売

飯能市社会福祉協議会 （奇数月１日発行）

所在地：上畑２０２番地（南高麗福祉センター内）

T E L：０７０－７７９２－２４３１
ＦＡＸ：０４２－９７３－８９４１

：station-minamikoma@hannosyakyo.or.jp
火曜日～金曜日 ９：１５～１６：１５（祝日除く）

次回の“ふくしの森ステーションみなみこまだより”は１月１日に発行します。

自治会の皆さま、配布にご協力いただきありがとうございます。 ～裏面へつづく～

No, 時間 停車場所

1 9：50～ 岩渕自治会館道向かい

2 10：10～ 岩渕団地集会所

3 10：35～ 金蓮寺

4 11：05～ 苅生自治会館

5 11：30～ 南高麗福祉センター

南高麗福祉センター

No, 時間 停車場所

6 13：50～ 南高麗地区行政センター

7 14：10～ 徳蔵寺下の側道（一番奥）

8 14：35～ 下間野バス停付近 ごみ集積所

9 15：00～ 光全寺（上分自治会館）

10 15：20～ 細田地区ごみ集積所付近

特殊詐欺の被害にあわないために対策を！

毎週水曜日（年末年始を除く）に移動販売車で日用品、お弁当、野菜、冷凍食品などを
販売中です！9月から実施時間を変更しましたので、下記の運行表をご確認ください。
詳細は、飯能市社協ホームページ（右記二次元コード）にも掲載しております。

※荒天時はお休みの場合があります、運行状況は「ウエルシア飯能柳町店」までお問い合わせください。
【商品・運行について】 ウエルシア飯能柳町店 042-983-0310
【販売場所ついて】ふくしの森ステーションみなみこま 070-7792-2431

 飯能市社会福祉協議会（地域福祉推進係） 070-7792-2450

令和７年

ふくしの森ステーションみなみこま だより

特殊詐欺の犯人から電話がかかってきたとの通報は毎日
のように警察に寄せられています。南高麗地区内でも、
「怪しい電話がかかってきた」「息子と偽った人から電
話きてお金を要求された」などの話を聞きます。
特殊詐欺の被害にあわないためには「対策」が必要です。
「自分はだまされるはずがない」「うちの親は大丈夫だ」
などといった先入観は捨てて、ふだんから家族や身近な
人と気軽に相談できる環境づくりを心がけましょう。

参考：埼玉県警察ホームページ

犯人の話術は巧妙であり、電話に出るとだれもが騙される
可能性があります。犯人からの電話に出ないために「在宅
中も留守番電話にセットして、電話が鳴っても出ないよう
にする」「防犯機能付き電話を使用する」などして、被害
にあわないための対策をとりましょう。

１.「留守番電話」で対策

万が一、電話に出てしまった場合に備え、普段から家族間
で連絡を取り合うことも被害防止のために有効な方法です。
電話で金銭要求や医療費等の還付手続きの連絡があった際
の相談相手を決めておくなど、犯行電話を見破ることがで
きる環境を整えておきましょう。

２.「家族間の連絡」で対策

埼玉県警 特殊詐欺



赤い羽根共同募金とは
はじめに、赤い羽根共同募金にご協力いただい
ている全ての皆様に、あらためてお礼申し上げ
ます。

赤い羽根共同募金運動は「社会福祉法」に定め
られた公共性の高い募金で、国も認める公共的
な募金活動です。今回は、皆さまからお預かり
した募金がどの様に活用されているか、お伝え
したいと思います。

昨年度、飯能市では６,４７１,６６７円もの募
金を皆様からお預かりさせていただきました。
募金の約半分を埼玉県共同募金会にお渡しし、
県の施設や事業所への助成にあてています。

飯能市社協では、３,６０１,０００円を、市内の
地域福祉の推進を目的に、さまざまな地域の課
題解決に取り組む民間団体を支援するしくみと
して、お預かりした募金から助成しています。

これからもお預かりした募金を、飯能市内の
身近な福祉活動に役立てていきます！

令和６年度、皆様からお預かりした赤い羽根共
同募金の使いみちを円グラフにしました。

　　飯能市で活動する
地域福祉推進組織へ
　

　650円　　

190円
地域の
居場所に
なっている
サロンへ

70円
小中学校
での
福祉教育
へ

民生委員児童委員協議会への助成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　30円 フードバンク事業

　10円移動販売の燃料代
など　　50円

1,000円をお預かりしたとすると…

①名栗地区の地域福祉推進組織であるなぐり広
場では、なぐり広場の広報紙「あんだかや」の
印刷代などに活用させていただいてます。

②加治地区で行われている「いきいきサロン」
の「ふれあいサロン川寺」では月１回、じゃん
けん大会やな楽器演奏鑑賞ど楽しい企画を計画
しつつ、参加者の健康を願って体操も一緒に
行っています。

③令和６年度、飯能市社協では市内各所の小中
学校の福祉教育のサポートをさせていたさきま
した。その時の福祉教育の財源として活用させ
ていただきました。
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